
守秘区分：公開

２０２２年　北九州技術センター　全国労働衛生週間・準備期間活動実施計画
日鉄エンジニアリング株式会社

Ⅰ．活動の趣旨 北九州技術センター

Ⅱ．期　　間 ２０２２年９月１日～１０月７日  （準備期間：９／１～３０、　本週間：１０／１～７）

Ⅲ．活動のスローガン 『あなたの健康があってこそ 笑顔があふれる健康職場』

Ⅳ．活動項目

実　　施　　内　　容 実　　施　　者 対　　象　　者 場　　　　所 実　施　時　期

１．活動趣旨の浸透と周知の徹底 (1)　社長メッセージの配信 社長（安全衛生・環境部） 直従業員、協事業者 執務室、作業所 9月1日（木）

(2)　労働衛生週間活動啓発ビラのメール配信 北九州安全衛生・環境室 直・協従業員 執務室、作業所 9月1日（木）

(3)　ポスター、横断幕、垂幕の掲示   胸章の着用 部門長、施工管理者(作業所長ほか) 直・協従業員 執務室、作業所 期間中

2．体の健康の維持・増進 (1)　健康フェアの開催 (新型コロナウィルス感染対策を実施した上で) 北九州安全衛生・環境室 直従業員 センター(ﾌﾟﾚｾﾞﾝR） 9月26日（月）～30日（金）

　　①　動脈硬化測定、血管年齢、脳年齢検査、体成分分析、 （九州労災病院　 （開催時間枠は後報）

　　　　 内臓脂肪率測定、疲労ストレス測定（自律神経）、手洗いチェック 　治療就労両立支援センター）

　　②　測定後のアドバイス

(2)　目指そう、習慣化！　体の健康の維持・増進 安全衛生・環境部

　　①　在宅勤務、デスクワークの長時間化などによる運動不足、ストレスの解消、 北九州安全衛生・環境室 直・協従業員 － 期間中

　　　　気軽にできる運動、ｽﾄﾚｯﾁ等の実施。（実施情報をﾒｰﾙ、ﾎﾟｽﾀｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞで配信） 人事部人事業務プロセス改革室

　　②　「健康チャレンジ（主催：日本製鉄健保）」への全員参加＜参加・達成率目標90%以上＞　（日本製鉄健保） 直従業員 － 10月～11月

　　　（KTC実績：'16年27％、'17年34％、'18年　19%、’19年　70％、’20年 86.1%、’21年89.6%）

(3) 健康啓発施策 人事部人事業務プロセス改革室 直・協従業員 オンライン配信 9月

　　　がん、禁煙の啓発ビデオの視聴

　　　　　

3．心の健康の維持・増進 (1)　ストレスチェックの実施（WEB診断） 人事部人事業務プロセス改革室 直従業員 9月

　　①ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸによる受験者の心理的な負担の把握（気づき）と　ｾﾙﾌｹｱの実施 －

　　②集団分析結果の経年変化を活用した組織運営改善への取組み －

(2)心の健康の維持・増進の啓発 北九州安全衛生・環境室 直・協従業員 期間中
　　心の健康ケア方法や健康相談窓口等の情報配信（ﾒｰﾙ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞで配信） 人事部人事業務プロセス改革室 －

4．清潔で快適に働ける職場づくりの推進 (1)　職場における4Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動の推進

　　①　作業所 作業所長 直・協従業員 作業所 期間中

　　　　・　作業所長による自職場の4Ｓ活動の点検・改善の推進

　　　　　　※作業所衛生パトロールチェックリストの活用

　　②　執務室（北九州技術センター） 総括安全衛生管理者、産業医、保健師 直・協従業員 執務室 期間中

　　　　1)　総括安全衛生管理者ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる４S活動の点検・改善の推進 労働組合（幹部、従業員代表） （作業所含む） ※パトロール日：10月6日(木)

　　　　2)　執務室４Sコンクールの実施 衛生管理者

　　　　　　※自主的活動の推進、オンライン投稿、全員参加型投票による優秀事例の表彰

５．教育・訓練の実施 (1)　救急処置法の講習 北九州安全衛生・環境室 直従業員（20名） 調整中 調整中

　　　・　心肺蘇生法、　止血法、　ＡＥＤ取扱 （戸畑消防署　救急隊）

６．その他 (1)　献血の実施 北九州安全衛生・環境室（日本赤十字社） 直・協従業員 センター(ﾌﾟﾚｾﾞﾝR） 10月3日(月）

(2)　インフルエンザ予防接種の実施 北九州安全衛生・環境室 直・協従業員 センター(ﾌﾟﾚｾﾞﾝR） 10月～11月間で4回予定

全国労働衛生週間は、今年で73回目を迎えます。労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する意識を高めると共に、職場での自主的な活動を促して労働者の健康を確保することを目的に実施されています。働く人
が充実した社会生活を送るためには心身共に健康であり続けることが重要です。近年の労働者の健康をめぐる状況は、過重労働等によって労働者の尊い命や健康が損なわれ、深刻な社会問題となっています。また、仕事や職業生活
に関する強い不安、悩み又はストレスを感じる労働者は依然として半数を超え、体の健康に加え心理的な健康も合わせて重要視されています。 さらに、「体の健康」については、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止によ
り、外出制限や在宅勤務による運動不足が懸念され、加えて、食事、飲酒や喫煙などによって引き起こされる生活習慣病の予防が重要となっています。
　上記のような状況を踏まえ、「全国労働衛生週間」にあたっては、新型コロナウィルス感染症の拡大防止に留意し、下記に示す活動項目に労使・直協一体となって取組み、労働衛生に関する意識の高揚を図ることで、
「心と体の健康」を維持・増進し快適に働ける職場づくりを推進しましょう。

実　　施　　項　　目


